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国営アルプスあづみの公園保護区におけるオオルリシジミ

Shijimiaeoides divinus barine蛹導入個体群に関する生命表調査

平林純之介・江田慧子・中村寛志

信州大学農学部 アルプス圏フィールド科学教育研究センター 昆虫生態学研究室

要 約 本研究では，安曇野の国営アルプスあづみの公園内の保護区においてオオルリシジミ蛹導入個体

群が定着しない原因を明らかにし，保護活動に反映させることを目的として，2005年から2008年にかけて

卵期から４齢幼虫期までの死亡率および死亡要因を調査し，生命表を作成した。

⑴ 卵期の死亡要因として寄生，毛ごと落下，生理死，未受精を確認した。寄生の大部分を占めたのは，

タマゴコバチ科のメアカタマゴバチであった。

⑵ 幼虫期ではハナグモなどのクモ類とシモフリクチブトカメムシなどのカメムシ類による捕食を確認し

た。

⑶ トビイロケアリやクロヤマアリが３齢幼虫や終齢幼虫に付随していた。

⑷ 2005年の生存曲線から，卵期で個体数が大きく減少しているのが明らかになった。また４齢期の生存

率は無処理区で2.4％，ガ除去区では4.5％となり有意差があった。2006年では卵期の死亡率が2005年よ

り高く，４齢まで生存したのは3.4％であった。

⑸ 網掛け区では，４齢までの生存率が18.5％と36.0％で自然状態より高い値であった。

⑹ 2007年の卵期の死亡要因調査で最も死亡率の高かったのは，卵寄生蜂による寄生で42.5％であった。

一方，工業団地では24.6％の寄生率であった。

⑺ 以上の結果から，国営アルプスあづみの公園内の保護区におけるオオルリシジミの個体群維持と定着

できる条件として野焼きや生息地の面積などについて考察した。
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緒 言

オオルリシジミ Shijimiaeoides divinusは，現在

日本において絶滅が危惧されている草原性のチョウ

であり，環境省のレッドリストでは絶滅危惧Ⅰ類 ，

長野県版レッドデータブックでは絶滅危惧ⅠＢ類

に指定されている。本種はシジミチョウ科

Lycaenidaeのオオルリシジミ属 Shijimiaeoidesに

属し，本州・九州に分布している。日本以外では朝

鮮半島に分布する。九州産の個体はメスの前翅表の

黒斑が大きく，裏面の地色も本州産 ssp. barineに

比べて暗化する傾向が強く，ssp. asonis とされる。

オオルリシジミは年１化性で，本州中部では６月

上旬に成虫が出現し交尾産卵する。寄主植物はクラ

ラ Sophora flavescens（マメ科）のみで，クララの

花序部に産卵された卵は１週間ほどで孵化し，幼虫

はクララの蕾・花を餌とし４齢を経ておよそ１ヶ月

で蛹となる。幼虫には絶えずアリがつきまとうこと

が確認されているが，アリとの関係は未だ不明な点

が多い。蛹化はクララの根元付近の地表で行われ，

そのまま翌年まで約10ヵ月半を蛹で過ごす。飼育し

た場合，第２化成虫の発生をみることがある。生息

地は，幼虫の食草であるクララが多く生えている火

山草原や明るく開けた草原，河川の土手や田畑の畦

である。阿蘇の火山地帯では，広大な牧場地帯が生

息地となっており，牛馬は毒草であるクララを食べ

ないためクララが残りオオルリシジミにとっては良

い生息地となっている。

かつて本種は，本州では東北地方の青森・岩手，

中部地方の新潟・長野・群馬，九州では，阿蘇・九

重火山地帯に局所的に生息し非常に特徴的な分布を

示していた 。現在の分布は，青森県で絶滅 ，岩

手でも最近の記録はないため，東北地方では絶滅し

たと考えられている。中部地方では長野県の安曇野

市・東御市のみ ，九州では阿蘇のみ となってい

る。しかし，長野県の産地では，絶滅に近い状態で

あり人工飼育による個体群維持が試みられており，
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まとまった自然発生個体が確認できるのは阿蘇の産

地のみとなっている。

減少の要因は定かではないが，主には人間の生活

様式の変化から生息地が減少したものと考えられる。

オオルリシジミを含む草原性の生物は氷河期に繁栄

し，その後氷河期の終わりに伴い植生が森林化し生

息地を失ったとされ，それら草原性の生物は，頻繁

に環境攪乱が起こり植生遷移の進まない火山地帯や

河川周辺などを生息地として生き残ってきたと考え

られる 。その後人間が農耕を営むようになり，そ

れによって形成された牧草地や里山環境に依存し分

布を拡げてきたと推測される。

しかし近年，農業形態が変化したことによって急

速に数を減らしている。本種減少の要因として具体

的には，放牧，採草，野焼きが行われなくなったこ

と，農薬の使用，大規模な圃場整備などがあげられ

る。熊本県阿蘇地域において農家戸数が減少した結

果，野焼きが中止され，クララの成育や生息環境が

悪化し，オオルリシジミの個体数が減少することが

報告されている ，またクララはかつて「うじ殺

し」として利用されていたため刈らずに残されてい

たが，生活様式の変化からその必要がなくなり，刈

り払い機で一斉に刈られてしまうようになり食草が

減少したこと，さらにマニアによる採集圧も減少の

要因として考えられる。

安曇野では1970年代まで草原は各地でみられたが，

1980年代になって急激に圃場整備事業が実施され，

また農薬の空中散布などの影響から減っていったと

される 。1990年頃には絶滅したと考えられていた

が，ごく僅かに生息している場所が発見され保護さ

れるようになった 。さらに1994年にオオルリシジ

ミ保護対策会議が設立され，保護プロジェクトとし

て活動が行われるようになり，また国営アルプスあ

づみの公園の協力により，公園内にクララが多く残

されている場所を保護区として設定し管理および監

視を行うようになった。保護区では保護対策会議の

メンバーによって人工飼育された蛹を，羽化２週間

前に放飼する活動が毎年行われているが，次世代の

蛹期まででほぼ全滅してしまう状態である 。本種

の天敵に関する報告 や本種の幼虫にとってクララ

をめぐる競合種となるウスベニオオノメイガUresi-

phita prunipennis についての報告 はみられるが，

安曇野におけるオオルリシジミの死亡要因に関する

定量的なデータはほとんどない。

本研究は，国営アルプスあづみの公園内の保護区

におけるオオルリシジミ蛹導入個体群の野外におけ

る死亡要因，各段階での死亡率を定量的に把握する

ために生命表調査を行い，保護区に定着しない要因

を明らかにして保護対策に反映させることを目的と

して実施したものである。本文に入るに先立ち卵寄

生蜂の同定をして頂いた近畿中国四国農業研究セン

ターの三浦一芸博士に感謝の意を表する。

材料および方法

１．調査地および調査期間

2005年から2006年の生命表調査は，長野県安曇野

市にある国営アルプスあづみの公園内のオオルリシ

ジミ保護区（以下保護区）として指定されている場

所で行った（図１）。山裾にある東向きの斜面に位

置し，かつて調査地を含む一体は水田として利用さ

れていた。現在耕作は行われていないが棚田状の地

形はそのまま維持されており，日当たりが良く幼虫

の食草であるクララは保護区一帯に分布している。

保護区は定期的に草刈が行われ管理されているが，

オオルリシジミの発生時期には成虫の吸蜜植物がな

くならないよう一部刈り取らない場所を残す配慮が

なされている。この保護区内に100m×20mの調査

区画を設定した。調査区画内のクララは246株であ

った。

2007年の卵期の調査では，保護区に加えて安曇野

の工業団地内にある唯一オオルリシジミの自然個体

群が残存している生息地（以下団地）においても調

査を実施した。ここはオオルリシジミを保護区へ再

導入するための創始個体群であり，この個体群の個

体を安曇野オオルリシジミ保護会議のメンバーが増

殖させ保護区へ放飼している。団地では建物間の法

面のわずかな面積が生息地となっていて，クララは

およそ30株である。オオルリシジミが発見されてか

らは生息地の環境保護のために工場側の協力で春先

の野焼きや草刈が実施されている。

２．生命表調査

2005年 調査区画からクララ８株をランダムに選び，

卵および幼虫期について生命表調査を実施した。こ

のうち５株は個体数をカウントするだけの無処理区

とし，３株はクララに巣をつくるウスベニオオノメ

イガやヨモギキリガOrthosia ellaの幼虫を人為的

に除去する区（以下ガ除去区）とした。ガの幼虫除

去作業は生命表調査時に行った。

両区とも調査時に毎回確認した卵と幼虫数を記録

し，天敵などの死亡要因を観察した。同時に卵の状

態と幼虫の齢期判別のために幼虫のおよその体長を
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図１ 調査地の国営アルプスあづみの公園保護区 図２ 網掛け区（2006年）

図３ 卵寄生蜂のメアカタマゴバチ

Trichogramma chilonis

図４ 卵寄生蜂のタマゴクロバチ科

Scelionidaeの一種

図５ オオルリシジミ幼虫が孵化した卵と寄生蜂が

脱出した卵

図６ クララの花序の毛状の組織に産卵された卵

23平林ら：オオルリシジミ蛹導入個体群の生命表



図７ ハナグモ Misumenops tricuspidatusに捕食

された幼虫

図８ フノジグモ Synaema globosum japonicum
に捕食された幼虫

図９ シモフリクチブトカメムシ Eocanthecona
 

japonicolaに捕食された幼虫

図10 クチブトカメムシ Picromerus lewisi幼虫に

捕食された幼虫

図11 オオルリシジミ成虫を捕獲したハナグモ 図12 終齢幼虫に付随するアリ
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計測し記録した。調査は，2005年６月３日から幼虫

が見られなくなる７月２日にかけて，雨天日を除く

ほぼ毎日実施した。クララは地上から複数のシュー

トが出て１株が形成されているため，サンプル株お

よびシュートの識別にはナンバーを記したプラスチ

ックプレートを用いた。

2006年 調査株は保護区から無作為に５株選定し，

2005年には株全体の個体数を調査したのに対して，

2006年では２株（全シュート数は８，８）について

は全体の個体数を，３株については３シュート（全

シュート数はそれぞれ20，20，30）の合計25シュー

トについて卵，幼虫数を記録した。

調査は，2006年５月26日から７月６日にかけて雨

天日を除くほぼ毎日実施した。

３．網掛け区

オオルリシジミの卵および幼虫期において，天敵

を除去した場合の生存率を調べるため，2006年に網

掛け区を設定した。網掛け区は，寒冷紗とジョイン

ト式の支柱で高さ２m幅1.5mのケージをつくり，

クララを株ごと覆った（図２）。ケージは保護区の

２地点に設置し，１株26シュートのクララを覆った

ケージをC1，隣り合った２株合計20シュートのケ

ージをC2とした。このケージにメス成虫を入れ産

卵させた。開始時の卵数はC1で130卵，C2で86卵

であった。定期的に幼虫数をカウントし，さらに翌

2007年の発生時期まで継続してケージを設置し，発

生する成虫の個体数を調べた。

４．卵期の死亡要因調査

保護区では10株選定し，各３シュートずつ合計で

30シュート，団地では４株選定し，各３シュートず

つ合計で12シュートについて卵期のみを詳細に調査

した。卵の個体識別は記録用紙に花序と卵の位置関

係をスケッチすることで行った。卵期間（７日前

後）を過ぎても変化のないものは，可能な限りサン

プリングして研究室に持ち帰り観察した。調査は，

2007年６月１日から６月30日にかけて実施した。

５．幼虫・成虫期の死亡要因調査

幼虫・成虫期の死亡要因は，生命表調査やその他

の調査中に保護区で観察した天敵による捕食や寄生

などを記録した。また幼虫に付随するアリについて

は個体数を記録し，種同定を行った。調査は2005年

から2008年まで実施した。

結 果

１．死亡要因

卵期 卵期の死亡要因として寄生，毛ごと落下，生

理死，未受精を確認した。オオルリシジミの卵から

数種の寄生蜂が発生した。寄生の大部分を占めたの

は，タマゴコバチ科Trichogrammatidaeのメアカ

タマゴバチ Trichogramma chilonis（図３）であっ

た。その他にタマゴコバチ科数種 Trichogramma
 

sp.とタマゴクロバチ科Scelionidaeの１種（図４）

が2007年に新たに確認された。真ん中がきれいにく

りぬかれたように穴のあいている卵殻はオオルリシ

ジミ成虫が孵化した卵であり，それより小さな穴で

あると寄生蜂が脱出したものであることから，寄生

卵と孵化卵の区別をした（図５）。

毛ごと落下とは，クララの蕾が未発達のうちは５

mmほどの毛のようなものが花序部を覆っている。

その毛は蕾の生長に伴って取れるため，毛に産卵さ

れた卵（図６）も一緒に落ちてしまうことから死亡

とした。孵化もせず寄生蜂も発生しなかった卵は，

生理死として扱った。また卵殻がへこんでいるもの

を未受精卵とした。

幼虫期 定性的な観察データであるが，幼虫がクモ

類や半翅目などの天敵に捕食されているところをい

く つ か 確 認 し た。ク モ 類 で は，ハ ナ グ モ

Misumenops tricuspidatus（図７）とフノジグモ

Synaema globosum japonicum（図８）による捕食

を確認した。半翅目では，シモフリクチブトカメム

シ Eocanthecona japonicola（図９）とクチブトカ

メムシ Picromerus lewisi幼虫（図10）による捕食

を確認した。

体に黒い斑点のある終齢幼虫を採集し飼育した結

果，ヤドリバエ科Tachinidaeの寄生バエが羽化し

た。

成虫期 ハナグモによる捕食を確認した（図11）。

２．幼虫に付随するアリ

アリが付随するのは主に３齢幼虫期から終齢幼虫

期にかけてであることがわかった（図12）。３齢・

４齢幼虫の目撃数117ケースのうち，アリが付随し

ていたのは52ケースだった。１個体の幼虫に付随す

る平均アリ数は2.1個体で，最高は８個体だった。

付随するアリの種は，トビイロケアリ Lasius
 

japonicus，クロヤマアリ Formica japonica，クロ

オオアリ Camponotus japonicusであった。

３．生命表

2005年 幼虫期の生命表を作成するにあたり，計測

した体長を集計し齢期を次のように推定した。１

～３mmを１齢，４～６mmを２齢，７～10mmを

３齢，12～15mmを４齢，17～18mmを４齢末期と
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した。無処理区とガ除去区の生命表を表１と表２に

示した。無処理区（表１）では全５株88シュートに

合計656卵の産卵を確認した。そのうち４齢になっ

たのは16個体（2.4％）であった。齢期別死亡率で

みた場合，１齢幼虫期が75.6％と最も高かったが，

死亡数では卵期の435個体が最も多かった。ガ除去

区の生命表（表２）も無処理区と同様の傾向を示し，

３株68シュートに797卵の産卵を確認した。そのう

ち４齢になったのは36個体（4.5％）であった。齢

期別死亡率では１齢幼虫期が76.6％と最も高く，死

亡数では卵期の553個体が最も多かった。

両区の生存曲線を図13に示した。両者ともほぼ同

様の傾向を示し，卵期で個体数が大きく減少してい

るのが明らかになった。また３齢初めまでの生存率

は6.3％と同じであったが，３齢幼虫期の死亡率で

は無処理区とガ除去区の間には有意差がみられた

（p＝0.003）。また４齢期の生存率は，無処理区で

2.4％，ガ除去区では4.5％となり有意差があった

（p＝0.048）。

2006年 卵から４齢幼虫期にかけての生命表を表３

に，その生存曲線を図13に示した。調査した25シュ

ートの合計産卵数は179卵であった。１シュートの

平均産卵数は7.16±2.78卵で，１花序あたりの平均

産卵数は1.58±1.40卵（N=113）であった。合計

産卵数179卵のうち158個体88％が卵期で死亡した。

卵期死亡要因の内訳は多い順に，不明52.5％，寄生

16.8％，生理死10.1％，毛落下6.7％，未受精2.2％

で，死亡卵の約半数は死亡要因を特定することがで

きなかった。１齢幼虫になったのは21個体で，その

うち４齢まで生存したのは６個体（3.4％）であっ

た。生存曲線を通してみると2005年よりも卵期で著

しく個体数が減少しており，2006年と2005年の無処

理区とガ除去区との間では卵期の死亡率にはそれぞ

れ有意な差が認められた（2005年無処理区とガ除去

区ともにp＜0.001）。

４．網掛け区

表１ 2005年無処理区の生命表

発育段階 生存数 死亡要因 死亡数 齢別死亡率

卵 656 不明 435 66.3％

１齢 221 不明 167 75.6％

２齢 54 不明 13 24.1％

３齢 41 不明 25 61.0％

４齢 16 ― ― ―

表２ 2005年ガ除去区の生命表

発育段階 生存数 死亡要因 死亡数 齢別死亡率

卵 797 不明 553 69.4％

１齢 244 不明 187 76.6％

２齢 57 不明 7 12.3％

３齢 50 不明 14 28.0％

４齢 36 ― ― ―

図13 2005年無処理区とガ除去区および2006年無処

理区の生存曲線

表３ 2006年無処理区の生命表

発育段階 生存数 死亡要因 死亡数 齢別死亡率

卵 179 不明 94 52.5％

寄生 30 16.8％

生理死 18 10.1％

毛落下 12 6.7％

未受精 4 2.2％

合計 158 88.3％

１齢 21 不明 6 28.6％

２齢 15 不明 5 33.3％

３齢 10 不明 4 40.0％

４齢 6 ― ― ―

表４ 2006年網掛け区と無処理区の生存率

網掛け区 C1 網掛け区 C2 無処理区

発育段階 個体数 生存率 個体数 生存率() 個体数 生存率()

卵 130 100％ 86 100％ 179 100％

４齢幼虫 24 18.5％ 31 36.0％ 6 3.4％

成虫数 3 2.3％ 5 5.8％ ― ―

26 信州大学農学部紀要 第45巻第１･２号（2009）



2006年の網掛け区の結果を表４に示した。自然状

態との比 のために，2006年無処理区の４齢幼虫ま

での生存率もあわせて示した。C1では，卵数130の

うち４齢に至ったのが24個体で生存率18.5％，同じ

くC2では，86卵のうち31個体36.0％が４齢になっ

た。自然状態での生存率3.4％と比 するとC1，

C2ともに生存率は有意に高くなった（C1とC2とも

にp＜0.001）。また2007年の６月にはC1でオス３

個体，C2でオス３個体，メス２個体の成虫がケー

ジ内で発生しているのが確認された。

５．卵期の死亡要因調査

2007年に実施した保護区と工業団地における卵期

死亡要因の調査結果を表５に示した。保護区では10

株30シュートに産卵された合計卵数は，322個体で

そのうち276個体（85.7％）が死亡した。最も死亡

率の高かった死亡要因は，卵寄生蜂による寄生で

42.5％であった。

団地では４株12シュートに産卵された合計207卵

のうち，126個体（60.9％）が死亡した。最も死亡

率の高かった死亡要因は，卵寄生蜂による寄生で

24.6％であった。両調査地を比 すると，卵期の総

死亡率（p＜0.001），寄生による死亡率（p＜

0.001）ともに有意差があった。

考 察

１．保護区における個体群維持

2005年の調査結果から，国営アルプスあづみの公

園内の保護区における本種の総産卵数，翌年春の蛹

数を推定し個体群の維持に関するシミュレーション

をおこなった。まず以下の２通りの方法で総産卵数

を推定した。

調査株からの推定 調査した合計５株から１シュー

トあたりの平均卵数を算出すると９卵となった。次

に調査地から無作為にクララ23株を選びシュート数

をカウントした結果，平均シュート数は９シュート

となり，１株あたりの推定卵数は９×９の81卵とな

った。さらに調査地全体でクララが246株あるため

全体では19926卵と推定された。

放した蛹数からの推定 保護区には５月にオオルリ

シジミ保護対策会議が320個体の蛹を放飼した。放

飼した蛹を確認した結果，羽化率は88％であったの

で，320個体のうちの281個体の成虫が羽化し，性比

１：１と仮定するとメスは140個体と推定される。

人工飼育下では１メスが産む卵の数は50～200とい

われている（猿田，未発表）。仮に産卵数を100とす

ると，全体では14000卵が産卵されると推定され，

調査株からの推定値とほぼ同様の値であった。

総産卵数を19926卵とすると，クララ５株の生命

表調査から４齢幼虫までで97.6％が死亡することが

明らかになっているので（図13），これより保護区

全体では４齢幼虫は478個体生残すると推定される。

さらに猿田（未発表）によると室内飼育では，４齢

幼虫から蛹形成までの死亡率50～88％および越冬蛹

の死亡率22～33％なので，これより翌年春の蛹数は

160個体と推定された。この数値は放飼した蛹数320

個体より少なく，世代を重ねるごとに個体群は減少

し，翌年再び蛹を放飼しなければ個体群維持は難し

いと考えられた。

２．死亡要因

2005年の調査で卵期から４齢期のうち死亡個体の

多い時期は卵期であり（表１，２），さらに2006年

の生命表で，卵寄生蜂が卵期の死亡率を高めている

要因であることが明らかになった（表３）。また

2007年の卵期の死亡要因調査の結果，卵寄生蜂によ

る寄生が卵期の死亡の42％を占めた（表４）。安曇

野における卵寄生蜂の存在は報告されていたが ，

本研究から卵寄生蜂の本種への影響が大きいことが

明らかになった。2006年より2007年の方が卵寄生率

が高く評価されているのは，調査方法の違いと考え

られる。2006年では卵数カウント調査のみで寄生卵

を十分確認できなかったのに対して，2007年では卵

の位置をスケッチして個体識別し，詳細に死亡要因

を調べたため寄生率をより正確に評価できたといえ

る。このことは卵期死亡要因の不明と寄生を加えた

値は，2006年では69.3％で2007年は68.0％とほぼ近

い値であることからもいえるであろう（表３，５）。

2005年の卵期の死亡率（69.4％）は，2006年

（88.3％）や2007年（85.7％）より有意に低い値で

表５ 2007年保護区と団地における卵期の死亡要因

生存数 死亡要因 死亡数 齢別死亡率

322 不明 82 25.5％

寄生 137 42.5％

保護区 生理死 54 16.8％

未受精 3 0.9％

合計 276 85.7％

207 不明 52 25.1％

寄生 51 24.6％

団地 生理死 14 6.8％

未受精 9 4.3％

合計 126 60.9％
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あった（p＜0.001）。2005年については卵期の死亡

要因を調査しなかったために明確なことは言及でき

ないが，安曇野市穂高の気象データによると，オオ

ルリシジミの卵が発育する2005年６月の降水量（83

mm）と平均気温（21.9℃）が，2006年（113mm，

20.4℃）や2007年（120mm，20.1℃）と異なって

いた。すなわち2005年の６月は雨が少なく暖かかっ

たといえる。この気象環境の違いで卵期の死亡率の

変動を説明する直接的なデータや報告はないが，今

後解明していくべき重要な課題の一つである。なお

2005年の１齢幼虫の高い死亡率は（表１），卵期の

生存率が高かったため多く孵化した１齢幼虫が死亡

したのではないかと考えられる。

幼虫期における死亡数が卵期よりも少ない理由と

して，アリによる保護が考えられる。本種幼虫特に

３齢，４齢期にはアリが付随する 。本種幼虫と付

随するアリに関して詳細に研究した例はないが，ア

リの種類などについては報告されている 。また

幼虫が捕食性天敵に捕食されているのを観察するの

は稀であることや ，３齢幼虫期以降はアリのガー

ドにより天敵に襲われにくくなることが知られてい

る 。本研究においても３種類のアリが付随してい

るのを確認し，実際に天敵を追い払うところを観察

した。寄生バエが本種終齢幼虫に尾端をおしつけよ

うと何度も近寄るのをアリが大あごで攻撃し近寄ら

せない行動や，カメムシの１種が幼虫の近くを通り

かかるとアリが過敏に反応し追い払う行動を観察し

た。これらのように，アリが本種幼虫に付随し保護

する習性は，本種幼虫にとって天敵から身を守ると

いう意味で大きな効果があると考えられる。

本種に対する天敵類の影響を明らかにする目的で

網掛けを実施したところ，卵から４齢にいたるまで

の生存率が有意に上昇した（表４）。この結果から，

自然状態では，天敵類の本種への抑制作用が大きい

ことが示唆された。しかし，どの時期の生存率が上

がったのかは不明である。今回確認した幼虫期の天

敵であるクモ類，肉食性のカメムシ類など比 的大

きい天敵は，寒冷紗により排除できたと考えられる。

寄生蜂に関しては，寒冷紗の網目を通過することは

可能であると考えられ，実際に本調査でも網内で卵

寄生蜂の寄生を確認している。しかし，100％寄生

蜂を除去できなかったとしても，自然状態に比べる

と排除する効果は大きかったと推測されるが，今後

の厳密な天敵排除区の実験が必要である。

長野県のオオルリシジミ生息地においてクララを

食草とするウスベニオオノメイガの多発が目立って

いる 。ウスベニオオノメイガの本種への影響を

調べるために2005年にガの巣を除去した結果，３齢

幼虫期の死亡率が自然状態の方が有意に高くなった

（表１，２）。ウスベニオオノメイガの幼虫は，集

団でクララを食べつくすため，巣のあるシュートで

は本種幼虫にとって明らかに餌不足となる。多くの

蕾や花を必要とする本種終齢幼虫は，ウスベニオオ

ノメイガが発生した株では餌不足で分散したり餓死

した可能性が考えられる。

本種幼虫の死亡要因として，サンセイハリバエ

Aplomyia confinisの寄生 や寄生蜂として，キア

シブトコバチ Brachymeria lasus，クロツヤヒラタ

ヒメバチ Theronia laevigata nigra，シロモンヒラ

タヒメバチ Pimpla alboannulata，ヒメコバチの１

種 Chouioia cuneaが確認されている 。これらの

天敵が実際に保護区の個体群にどのくらいの影響を

与えているのかさらに調査が必要である。

３．保護区で個体群が定着できる条件

本種が保護区に定着するためには，ある程度の広

さを持つ生息地環境や野焼きなどの環境管理が重要

ではないかと考えられる。以前安曇野において本種

が普通にみられた頃の生息地は，阿蘇地域の草原地

帯とは違って，棚田の法面や畦の周辺など人為の行

き届いた場所であった 。クララはゴウジッコロシ

とも呼ばれ，殺虫剤のなかった時代はハエの幼虫を

駆除するのに利用されていた。そのため意識的に田

畑の畦などに刈り残されていた 。さらに除草，病

害虫を防除する目的で春先に畦の火入れをおこなっ

ていた。

一方，長野県の東御市（旧北御牧村）では，一度

絶滅しかけた生息地を北御牧のオオルリシジミを守

る会が中心となり，地域住民や企業の協力を得て復

活させた。北御牧の生息地でも，田畑の畔などにク

ララがあり，比 的広範囲にクララが分布している。

生息地のある地域の地権者である農家に本種保護の

ことを周知して，畔の草刈の際にクララを刈り残し，

農薬の使用を考慮している。また春先の野焼きも実

施している 。

現在の安曇野の保護区とかつてオオルリシジミが

生息していた時の環境あるいは東御市の生息地との

相違点は，まず野焼きの有無が挙げられる。保護区

は国営公園内にあり火の使用が制限されているため

公園になってから野焼きは実施されていない。阿蘇

では，野焼き実施区と未野焼き区で昆虫やクモの個

体数を比 した場合，未野焼き区でウスベニオオノ

メイガなどの昆虫やクモの個体数が多くなったこと
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が報告されている 。また早春の野焼きを継続して

いる地域と停止した地域で成虫の個体数を比 した

結果，野焼きを停止した地域では個体数が著しく減

少し，２～３年のうちに野焼きを再開したところ発

生数が回復の方向へ推移したことが報告されてい

る 。

東御市とのもう一つの相違点は，生息地の広さで

ある。保護区では，100m×20mの区域に246株のク

ララが集中している。東御市の生息地では，クララ

の群落が農耕地帯にいくつか分布している。安曇野

においてオオルリシジミ蛹導入個体群が定着するた

めには，これらの条件が保護区の生息地においても

必要ではないかと考えられる。

今後は，生息地の立地条件や野焼きと本種の関係，

卵寄生蜂を中心とした天敵類との生態的な関連性に

ついて詳細な調査を行って明らかにしていくことが

必要であるといえる。
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Life table of  population introduced at pupal stage in a
 

sanctuary of Alps Azumino National Government Park
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Summary
 

In order to clarify the reason why Shijimiaeoides divinus barine population introduced at pupal stage
 

didn’t establish in a sanctuary of Alps Azumino National Government Park,the mortality rate and its
 

factor from the egg stage to the fourth instar were investigated during 2005 to 2008 and made life tables.

Mortality factors of the egg stage were parasitism,dropping,physiological death and an unfertilized egg.

The dominant egg parasite was Trichogramma chilonis (Trichogrammatidae).Predations by spiders,such
 

as Misumenops tricuspidatus,and stinkbugs,such as Eocanthecona japonicola were observed at the larval
 

stage.Larvae of the third and fourth instar were accompanied by Lasius japonicus or Formica japonica.

It became clear by the survival curve in 2005 that the large part of individuals died at the egg stage and
 

the survival rates at the fourth instar were 2.4% and 4.5% in the natural condition and the host plants
 

removed moth larvae,respectively.The mortality rate of the egg stage in 2006 was higher than that in
 

2005.The survival rate at the fourth instar was 3.4% in the natural condition in 2006.The survival rates
 

at the fourth instar in the cages covered by the cheesecloth were 18.5% and 36.0%,which were higher than
 

that of natural condition. The parasitism by egg parasites in 2007 was 42.5% in a sanctuary of Alps
 

Azumino National Government Park.On the other hand,the parasitism rate of the natural population in
 

Azumino was 24.6%. From the above result, conditions to establish the population of Shijimiaeoides
 

divinus barine introduced at pupal stage in a sanctuary of Alps Azumino National Government Park were
 

discussed.

Key word: Shijimiaeoides divinus barine, life table, mortality factor, egg parasites, Alps Azumino
 

National Government Park
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